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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､小児の複雑部分発作重積状態 (Complexpartialstatusepilepticus:CPSE)＼
の臨床症状､脳波所見､画像所見などについてまとめたものである｡
従来の少数の報告に比べ､17例と多くの症例を検討し､基礎疾患にっては脳血管障害が最
も多く､てんかんの発症年齢は生後22･日から7歳で､6例はCPSE以外のけいれん重積状
態を呈した｡また日常の発作型は複雑部分発作が主であるが､全身性けいれんを示した症
例も認めた｡興味深いのは､微細な症状のみの症例でも発倖時脳波は妹波成分の強いパタ
ーンを示したことである｡CPSEの治療としてジアゼパムの静注が多くの例で有効であった.
これらは､CPSEの臨床像について重要な知見を得た研究として高く評価でき､今後､さら
に本症の病態に踏み込んだ研究の継続が期待される｡ √＼
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
